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令和４年度 加西市学校給食運営審議会 会議録 

 

           日   時  令和５年２月２１日（火）18:３0～19:20 

           場   所  加西市役所 １Ｆ 多目的ホール 
 

〇出席委員 

１号委員 吉田香代子（富田小学校長） 

１号委員 岩見 直美（下里小学校長） 

２号委員 常峰  修一（加西中学校長） 

４号委員 山口 純史（北条中学校ＰＴＡ会長） 

６号委員 遠藤 春美（学識経験者） 
  

 

〇欠席委員 

３号委員 西村 俊二（学校医） 

４号委員 繁田 昌宏（宇仁小学校ＰＴＡ会長） 

５号委員 逢坂 悟郎（加東健康福祉事務所長） 
 

 

〇事 務 局 

伊藤  勝 （教育委員会教育総務課長） 

河原 浩申（北部学校給食センター所長） 

志方 信之（南部学校給食センター所長） 

黒田由美子 (北条中学校栄養教諭) 

繁田 一人（給食推進専門員） 
 

１ 開会 

（１）あいさつ 

（２）委員自己紹介 

（３）委員長、副委員長の選出 

委員長  吉田香代子（富田小学校長） 

副委員長 山口 純史（北条中学校ＰＴＡ会長） 
 

２ 確認事項 

（１）令和４年度加西市学校給食運営審議会委員について 

    ・本会議資料３ページにて、確認、承認 
 

３ 報告事項 

（１）令和４年度（４月～12 月分）学校給食業務の状況について 

①給食実施状況について 

  ・４月～１２月までの食数と給食提供日数について 

  ・令和２年度、令和３年度との比較 

②学校給食地元食材使用状況 

  ・４月～１２月までの地元産食材の提供状況について 

（２）令和５年２月学校給食献立予定表及びランチタイム加西について 

    ・献立表の表示について 

    ・アレルギー対応について 

    ・ランチタイム発行にあたって気をつけていること 
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    ・加西市学校給食食材地図の配布について 

    ・給食一口メモの配布、活用について 

（３）令和４年度の学校給食アンケート結果について 

    ・給食の味、味付け、量について 

    ・残滓について 

    ・加西産食材の認知度について                    

（４）事務局の説明に対する質疑・応答 

    （質問） 

・加西市学校給食食材地図に富田校区からの食材の提供がないのはさ

みしい。富田校区に給食に食材を提供できる規模の農家がないとい

うことなのか。 

（応答） 

  ・昨年度は、営農組合で作られている青大豆を使わせていただいた。今 

後、献立を研究し富田校区に限らず加西市内から広く食材を使うよ 

うに努力したい。 
 

４ 協議事項 
 

 

５ その他 

（委員） 

 

 

（事務局） 

 

 

（委員） 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

（事務局） 

 

 

地元産食材が使われている割合はどれぐらいか。使用の割合

は増加しているのか。 

 

今年度 12 月までで 18.6％。５年前は 16.1％なので増加して

いる。しかし、ここ１～２年は微増である。 

 

加西市は、地元産食材の提供がシステム化されていて、すごく

いい。愛菜舘を通すことで量も品質も揃いやすい。 

 

栄養教諭や教育総務課から、食育の情報が学校へよく伝えら

れるようになり、子どもたちに食に対して食材に興味をもた

せ、「食べているものからみんなの体はできている」などの指

導がやりやすくなった。ただ、子どもたちの食べ物について

は、家庭の協力が必要であり、家庭の格差が大きい。子どもか

ら保護者に伝えることで家庭への啓発になり、食事に変化が

見られるようになった家庭もでてきている。また、全国給食週

間やそれにともなう感謝の手紙の取組にも参加でき、子ども

たちの食への興味関心を高める良いきっかけになった。 

 

食べることは生きることである。このようなことをもっと、学

校や教育委員会から情報発信をしていただきたい。また、学校

給食においても有機野菜など安全な食材の提供をしていただ

ければありがたい。 

 

この前、有機栽培をテーマにした映画を見る機会があった。人

間は、２～３ヶ月で細胞が入れ替わっている。よい食材を食べ

ることで健康になるということはよくわかる。しかし、有機野
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（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

 

 

 

 

（委員） 

 

菜を給食で提供できるだけの量をそろえる難しさがあるのが

現状である。今後、質の高い学校給食の提供目指し努力してい

く。 

 

感謝の手紙、ありがとうございます。さて、日本では６人に１

人が貧困で困っている現状がある。そんな中で、学校給食の果

たす役割は大きい。夏休みなど長期の休みになると、途端に栄

養バランスが崩れてしまう子どもも少なからずいる。また、加

西市では、地元産の食材を出来る限り使うようにしている。い

ろいろな機会をとらえて子どもに話をしてほしい。それによ

り、もっと加西市では、こんな野菜が作られているんだなど加

西市を知ることにもつながる。 

 

昔、母が「食い力がないと仕事はできない」ということをよく

言われた。幸い、本校の生徒は給食をよく食べ、残滓の量が少

ないと言っていただいている。これは、良い傾向だと思ってい

る。食べる力、栄養のバランスなどを考えた給食の提供に感謝

している。 

 

加西市の食育、給食ともに勢いがあり、大変まとまっているよ

うに思う。献立のレパートリーなどまだまだ伸びしろがある

ので頑張ってほしい。ただ、保護者等外部の人の意見を聞く機

会が少ないので、その点は改善した方がよい。 

 

 

６ 委員長降壇 

閉会 

  


